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様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

平成３０年７月２３日 

 

 幹事長    佐 古 員 規   殿 

 

                                               出張者氏名  佐古 員規   印 

   下記のとおり報告します。 

 

１． 出 張 先 文部科学省・スポーツ庁、独立行政法人日本スポーツ振興センター 

     （東京都千代田区霞が関３－２－２、東京都港区北青山２－８－３５）  

                             

２． 出張日時 平成３０年７月１８日（水） 

 

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

        スポーツによるまちづくり・地域活性化についての調査研究 

     １．地域スポーツコミッション立上げの研修と交付金活用について 

     ２．ｔｏｔｏくじ助成金の対象事業とその活用方法について 

  

                        

  ４．旅    費 

 

   交通費          ３０，５２７円 

（内訳：航空運賃 27,880 円、電車代 2,647 円） 

   その他（手土産）       ２，５９２円 

                                                 計   ３３，１１９円  
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５ 報  告 

（１） スポーツ庁でのレクチャー 

テーマ：・スポーツによるまちづくり・地域活性化について 

    ・地域スポーツコミッションについてとその立上げ方 

    ・国の交付金の活用方法について 

 

スポーツ庁  

■スポーツ庁での相談内容 

目的:最終目標は、関西空港のある南大阪(泉州地域)の地方創生として、関西空港や専

門性の大学が立地するなど、この地域の持つ豊かな資源を活用して、スポーツを切り

口に、地域活性化に繋げたい。その為には、まずは大阪体育大学が立地するこの熊取

町から、スポーツ振興推進による健康長寿で生き生きしたまちづくりを行うことを目

的に、町内各種スポーツ団体との連携や、商工会、観光協会との連携による産業の活

性化を行い、補助金や交付金、toto の助成金などをうまく活用する為の組織、仮称「熊

取町スポーツコミッション」を立ち上げ、スポーツを通じて、町内設備の拡充支援や

ホームチーム誘致活動、町民グラウンドへの夜間照明設置支援、野球も出来る多目的

グラウンドの整備や、また町内の子ども達の体力向上と高齢者等健康増進を図る施策

の実施、本物のプロの試合を招致して、子ども達に触れ合える機会をつくる等を行っ

て参りたいと考えております。 

よって、スポーツ庁へのご相談項目は、地域スポーツコミッションを立ち上げる事

で、例えば、町民ニーズの高い、大人と少年の野球も出来るグラウンドの新設、現行

町民グラウンドへの夜間照明設置、人口芝生化などを事業化する為の支援が可能とな

るのではと考えておりますので、その辺りをご相談頂きたく宜しくお願い致します。 

 

■訪問先及び概要 

 ①スポーツ庁 地域振興担当 

  （仙台光仁参事官、福本浩一企画官、大門理恵専門官、横田宣憲係長、 

河島晋太郎専門職（大体大浪商より出向） 

 

＜レク内容報告＞ 

→スポーツスポーツコミッションとは： 

スポーツ庁では第 2 期基本計画において、スポーツの価値を具現化し、障がい者

スポーツの振興やスポーツの成長産業化を重点施策に掲げている。スポーツによる

まちづくり・地域活性化の推進のためには、地域スポーツコミッションの拡大が大
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変変重要であり、地域における推進役旗振り役を担うことが期待されている。 

全国で現在８３団体が地域スポーツコミッションが設置されており、目標は１７０ 

か所を目指す。 

 支援として、約 300 万円～800 万円の補助を出している。 

今後は、インバウンドのスポーツ交流時間や滞在時間を増やす工夫が重要。平日の 

交流人口をインバウンドを活用する工夫がキーとなる。泉州地域は関西空港が近 

く、大阪体育大学も立地していることからもかなり好条件であるので、支援したい 

と考える。是非しっかりとした取り組みをお願いします。と有難いお言葉を頂いた。 

また、今後は、インバウンドの需要もしっかり把握しながら、地域が持つ大自然  

や施設などの立派な資源を活用した「アウトドアスポーツツーリズム」及び、日本 

古来のもつ素晴らしい文化に触れる機会として、「武道ツーリズム」（古武道、忍者、 

居合道、剣道、なぎなた等々）を重点施策としたい。とのことでした。 

わが町においてもスポーツによるまちづくり・地域活性化を行うべく、早期に地 

   域スポーツコミッションの立ち上げを望む。 

引き続き、立ち上げ実現に向けて調査研究し、各種団体との連携のもと施策を推   

進していく。 

 

 ＜地域スポーツコミッション設置要件＞ 

要件①年間を通じた活動を行っている 

要件②スポーツと地域資源を掛け合わせたまちづくり・域活性化を主要な活動の一つ  

要件③地方自治体、スポーツ団体、民間企業（観光・スポーツ産業）等が一体となり  

   組織を形成または協働して活動を行っている 

要件④特定の大会等に特化せずに幅広い活動を行っている。 

※建物には補助メニューがあるが土地購入等にはメニューがない！ 別紙資料 
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（２） 日本スポーツ振興センターでのレクチャー 

テーマ：・ｔｏｔｏくじ助成について 

    ・具体に助成対象となる施設整備事業等は？ 

    ・ソフト事業でも可能か？ 

 

独立行政法人日本スポーツ振興センター  

■スポーツ振興支援として toto 助成金の活用方法について 

例:スポーツ振興くじ助成(H29 年度大阪府和泉市) 

どうやったら、和泉市の様な補助を受けられるか？ 

大阪府和泉市 

事業名 （仮称）和泉市総合スポーツセンター整備事業（多目的グラウンド） 

事業細目名 人工芝生化新設 

助成金額 38,400,000 円 

 

行政と各種スポーツ団体、町民が、協働しながらどうやったら、少ない資源の中で体育

大学、関西医療大学などと連携してスポーツを通じた町民の体力向上、アスリート排出、

健康長寿のまちにできるか？という事が主樽目的の一つでもあります。 

 

 ■訪問先及び概要 

②独立行政法人日本スポーツ振興センター 

・谷雅紀 スポーツ振興事業施設部支援第 2 課（地域スポーツ担当）主任専門職 

・安田麻衣子     〃    施設整備支援係長（ハード補助事業担当） 

・山下瑛二      〃    地域スポーツ支援係主任（ソフト補助事業担当） 

・山本周平      〃    施設整備支援係 

・和久貴洋 情報・国際部 部長、国立スポーツ科学センター 副センター長 

・安部篤志 情報・国際部 情報戦略家課長、国立スポーツ科学センター  

スポーツ研究部副主任研究員 

・中村博美 情報・国際部 情報戦略家課長、国立スポーツ科学センター  

スポーツ研究部 研究員・専門職 

 

  ＜レク内容報告＞ 

  →ｔｏｔｏくじ助成の施設補助について 

  安田係長： 

・施設整備助成で、グラウンドの夜間照明施設整備 2/3 補助 
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   ・補助対象は整備工事費及び設計管理費 トイレ改修、フェンス設置等 

   ・大会開催等ソフト事業補助：くまとりロードレース等も対象となる 

   ・１年で３件の申請は可能。新たな事業として子どもから高齢者参加型 

の企画をしてはとアドバイスを頂いた。 

   ・助成は、自治体及び法人格のある団体等に行われる。 

   ※早期に地域スポーツコミッションの立ち上げを行い、補助金の受皿を 

    柔軟に広げて、地域活性化に繋げたい。 

 

＜考察＞ 

今回、スポーツ庁及び日本スポーツ振興センターへ、体協会長と同行させて頂いた。 

スポーツ庁では、スポーツによるまちづくり・地域活性化に向けた旗振り役として、

「地域スポーツコミッション」があるということや、その役割等をご教授頂いた。ま

た、国（スポーツ庁）が①アウトドアスポーツツーリズムと、②武道ツーリズムのこ

の２つを新規重点テーマとして設定することなど今後取り組む方向性なども情報提

供頂き、今後の我々の進むべき道しるべとなった。 

観光や文化だけでは地域活性化には限界があり、音楽なども含め、それらの融合も大

切だと。また平日の賑わいには訪日外国人をどう取り組むかも重要。またその中でも

アウトドアスポーツや古武道を含めた武道体験、お城ツアーなど日本の古い文化に触

れる機会の創出も大変重要と考える。 

 

 スポーツ振興センターにおいては、まさにスポーツ振興くじ助成について、説明を

受け、具体的にこの分はどうか？など活発な質疑を行った。今までは、国の補助に頼

っていた部分でそれに漏れると行政単費支出だと思っていた事業が、補助の対象とな

りえる可能性があるなど、かなり実現可能な助言を頂いた。 

 

 今回の上京は実り多いものとなったと感じている。このことを一つずつ確実に実施

実行して行き、スポーツによるまちづくり・地域活性化に繋げ、未来永劫継続できる

仕組みづくりの一助を担って参りたいと考えます。 

  

最後に、この度、スポーツ庁の大門専門官様はじめ、スポーツ振興センターの阿部課

長様、中村専門官様以下たくさんの皆様におかれましては、お忙しい中大変ご足労を

頂き、多くの資料作成への御労力と、またご質問等についても的確にわかりやすくご

回答頂きましたことに深く感謝いたします。 

 






